                                                                        実施日　　７月　２６日（木）　　２時限目 10:30～11:30
平成１3年度　前期試験[統計工学] 問題担当教員（赤木）持込（許可・禁止）持込許可のもの[筆記具，電卓]
問題１ 次の空欄［     ］に、解答群の中から適当な用語を選び、代入せよ。

（1）［        ］的方法とは、［        ］に応じて［        ］を正しく計画し、これによって得た［        ］を正しく解析して［        ］のある［        ］を導く方法である。                                    解答群： データ、客観性、結論、統計、目的、実験      （12）
（2）生産管理では、少ない［        ］で、最大の［        ］を上げ、［        ］に生産を行うために、統計的方法が基礎として広く使用される。すなわち作業管理、工程管理、品質管理等の生産の諸活動において、［        ］の収集、処理、および解析結果に基づいて判断、結論を下す助けとなる［        ］を準備するため用いられる。たとえば、ある製品の品質について考える。その場合、工程から作り出される製品すべてが対象である。このすべての製品の集まりを［        ］と呼び、その品質［        ］を知りたい。しかし、その全部を調べる訳にはいかないので、［        ］を採って測定し、製品の品質を［        ］判断することになる。

                                                              解答群： データ、効率的、情報、推測、特性、標本、費用、母集団、利益  （18）

（3）母集団の状態を現す数値、たとえば製品の長さとか重さを［        ］という。この値が、全く同じで均一であればよいが、必ず［        ］いる。この状態すなわち［          ］の状態を知ることが、製品の品質特性を知ることになる。

  ばらつきの原因を［          ］というが、それには、偶発的なものと異常なものとがある。統計的方法の目的は、母集団の状態を知ること、母集団に対する知識を得ることであるが、具体的には［           ］なばらつきの原因を究明し、それに対して処置を取ることである。

  母集団の分布の形状は［      　  ］で示される。また数値では、分布の［           ］を示す平均値とか、分布の［          ］を示す標準偏差といった数値で示される。

          解答群：  ばらついて   ばらつき具合    異常    中心位置      特性値    度数分布     分布    要因   (16)

（4）統計で用いる各種の数値は、昔は数値表という冊子の中から該当するものを調べて用いたが、今ではパソコンのソフト[　　　　　]で簡単に求められる。例えば一様乱数は[　　　　　　　　]で0以上１未満の乱数を得られる。仮説検定をはじめとする幅広い分野に応用される正規分布の値は、これまでの数値表では平均[　　　　　　　]、標準偏差[　　　　　　　　]の標準正規分布について、ｚとその外側の累積確率αで表にされていた。Excelではこれを[　　　　　　　　　]でｚの値を返してくれる。その他、ｔ分布表は[　　　　　　　　　　]で、χ2分布表は[　　　　　　　　　　]で、F分布表は[　　　　　　　　　　　]で簡単に求められる。
        解答群：0　１　=CHIINV(α,φ)　 Excel　 =FINV(α,φ1,φ2)　=NORMSINV(1-α) 　=RAND()　=TINV(α,φ)       （16）
（5）計量値と計数値を比較した場合、計量値は手間と費用が[　　　　　　　]が、情報量は[　　　　　　　　]なる。計数値は手間と費用が[　　　　　　　]が、情報量は[　　　　　　　　]なる。従って、工程の初期では[　　　　　　　]、工程が安定し、維持管理の段階になると[　　　　　　　]としてデータを取ることになる。　　解答群：少なく　　少なくてすむ　　多く   多くかかる　　計量値　　　計数値   (12)
（６）　母比率ｐの[　　　　　]母集団から標本をｎ個取り出し、そのうちｐに関する事象がｒ個であったとする。このとき、母比率ｐの点推定値は[　　　　　　]である。検定は、母比率ｐを、ある値ｐ0に等しいとして良いかどうかについて行う。

　ｎ個中ｒ個である確率Prを直接に計算する。その際、ｐ0を使用する。そして[　　　　　　]確率(ｘ≦ｒの確率)を求める必要があるので、

[　　　　　　　　　　　　　　]にて計算する。この確率を、危険率αと比較して、ｐ0としたことが正しいかどうかを判定する。

　Excelの関数では、[                ]でこの確率が求まる。
  　　　解答群：
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　　=BINOMDIST(r, n, p, 1)　　二項　　累積　(10)

問題２  次の文中の空欄［     ］に、解答群の中から適当な用語を選び、代入せよ。

1． 計量値である一つの母数についての推定と検定を行う。

  ここで、標本測定値をx1,x2,……,xi,……,xnとし、母数の母分散σ2，母平均μとする。

（１） 母分散の点推定では、標本の値から計算した分散(標本分散)が、母分散の点推定値である。

  これをｖ2とすると、ｖ2＝［                    ］＝Ｓ／(n-1)

（２） 母分散の区間推定・検定はχ2分布を使って行う。ここで、χ2＝［                ］である。

  区間推定では、信頼区間を自由度 φ＝n-1のχ2分布の信頼限界の値χ2(φ，α/2)とχ2(φ，1-α/2)を表から求め、両側から挟んでσ2について解いて求める。

  検定では、σ2にある値σ02を入れてχ02の値を求める。そして、それを限界の値χ2(φ，α/2)あるいはχ2(φ，1-α/2)と比べる。あるいはχ2(φ，α)あるいはχ2(φ，1-α)と比べる。前者を両側検定、後者を片側検定と呼ぶ。

  χ2(φ，α/2)，χ2(φ，1-α/2)，χ2(φ，α)，χ2(φ，1-α)の値は、Excelの統計関数、=［             ］ (確率,自由度)で、簡単に求まる。また、=［       　     ］(x,自由度)を使い、xにχ02の値を入れ、その値を危険率αと比較すれば、検定がより簡単に行える。

（３） 母平均の点推定では、標本の値から計算した平均(標本平均)が、母平均の点推定値である。

（４） 母平均の区間推定・検定では、母分散が［       　   ］の場合には、規準型正規分布ｚを利用して行う。ここで、z=                     ［                 ］である。区間推定では、zの信頼限界の値-z(α/2),z(α/2)を表から求め、両側から挟んでμについて解いて求める。検定では、μにある値μ0を入れてz0の値を求める。そして、それを限界の値-z(α/2),z(α/2)と比べる。あるいは-z(α),z(α)と比べる。前者を両側検定、後者を片側検定と呼ぶ。ここで、Excelの統計関数で、z(α/2)の値は、=-NORMSINV(α/2)で求める。z(α)であれば=-NORMSINV(α)である。母分散が［      　   ］の場合には、スチューデントのｔ分布を利用して行う。ここで、t=［                ］である。t(φ，α/2)，t(φ，α)の値は、Excelの統計関数  =TINV(確率，自由度)  で求める。

         解答群   
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         CHIDIST         CHIINV        Ｓ／σ2          既知     未知  （16）
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